
湯梨浜町介護保険事業計画・高齢者福祉計画推進委員会 日程 

 

日時 令和７年３月１７日（月） 

午後１時３０分～ 

場所 中央公民館羽合分館 会議室Ａ 

 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

 

 

３ 協議事項 

（１）第８期介護保険事業計画・高齢者福祉計画の実績と評価について 

                             （資料１、２） 

 

 

 

（２）第９期介護保険事業計画・高齢者福祉計画の進ちょく状況について 

                                 （資料３） 

 

 

 

（３）地域密着型サービス事業所の指定・廃止について（資料４）  

 

 

 

４ そ の 他 

（１）委員の任期について 

 

 

 （２）その他 

 

 

５ 閉  会  



○　令和５年度湯梨浜町介護保険の状況について①
　（前年度実績との比較）

単位：人・％

【説明】

人数 比率 人数 比率 人数 伸率

16,394 16,213 △ 181 △ 1.1

40～64歳 5,147 31.4 5,105 31.5 △ 42 △ 0.8

65歳以上 5,353 32.7 5,374 33.1 21 0.4

単位：人・％

【説明】

人数 比率 人数 比率 人数 伸率

5,199 5,214 15 0.3

65～74歳 2,468 47.5 2,369 45.4 △ 99 △ 4.0

75～84歳 1,621 31.2 1,747 33.5 126 7.8

85歳以上 1,110 21.4 1,098 21.1 △ 12 △ 1.1

75歳以上 2,731 52.5 2,845 54.6 114 4.2

第1号被保険者

※資料：介護保険事業状況報告（各年度3月31日現在）

総人口

※資料：住民基本台帳（各年度3月31日現在）

２　第1号被保険者数

令和４年度 令和５年度 比　較

　令和4年度から団塊の世代が75歳以上
の後期高齢者となりはじめ、令和7年度
には75歳以上となる。
　65～74歳が減少しはじめ、75～84歳
の割合が増加していくため、要介護認
定者も増加していくものと思われる。

１　人　　口

令和４年度 令和５年度 比　較

 総人口は年々減少し、前年より181人
の減となっている。年代別でみると、0
～39歳は160人の減、40～64歳は42人の
減だが、65歳以上は21人の増となって
いる。
 高齢化率は33.1％で、前年より0.4ポ
イント増加した。

資料 １  
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単位：人・％

要支援1 要支援2 計 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 計 合計 認定率

43 88 131 189 247 143 134 83 796 927 17.83

65～74歳 9 13 22 20 17 13 11 10 71 93 3.77

75～84歳 16 24 40 54 58 29 27 13 181 221 13.63

85歳以上 18 51 69 115 172 101 96 60 544 613 55.23

0 1 1 2 3 1 3 3 12 13

43 89 132 191 250 144 137 86 808 940

要支援1 要支援2 計 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 計 合計 認定率

40 91 131 215 237 143 119 92 806 937 17.97

65～74歳 6 12 18 17 21 7 10 11 66 84 3.55

75～84歳 17 27 44 66 59 36 26 12 199 243 13.91

85歳以上 17 52 69 132 157 100 83 69 541 610 55.56

1 1 2 2 0 0 2 4 8 10

41 92 133 217 237 143 121 96 814 947

要支援1 要支援2 計 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 計 合計 伸率

△ 3 3 0 26 △ 10 0 △ 15 9 10 10 1.1

65～74歳 △ 3 △ 1 △ 4 △ 3 4 △ 6 △ 1 1 △ 5 △ 9 △ 9.7

75～84歳 1 3 4 12 1 7 △ 1 △ 1 18 22 10.0

85歳以上 △ 1 1 0 17 △ 15 △ 1 △ 13 9 △ 3 △ 3 △ 0.5

1 0 1 0 △ 3 △ 1 △ 1 1 △ 4 △ 3 △ 23.1

△ 2 3 1 26 △ 13 △ 1 △ 16 10 6 7 0.7

※資料：介護保険事業状況報告（各年度3月31日現在）

【説明】コロナ禍で令和2年度から要介護認定者が増加（964人:前年比+67人）し始めたが、令和3年度は横ばい（前年比＋2
人）、令和4年度は前年比△26人となったが、令和5年度は前年比＋7人増で横ばいであった。
　新規介護認定者は3年度238人、4年度229人、5年度203人で減少傾向にある。

第2号被保険者

総　数

比　較
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総　数
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令和５年度

第1号被保険者
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単位：人・％

人数 比率 人数 比率 人数 伸率

792 15.23 787 15.09 △ 5 △ 0.6

Ⅱａ 118 2.27 140 2.69 22 18.6

Ⅱｂ 315 6.06 317 6.08 2 0.6

Ⅲａ 242 4.65 224 4.30 △ 18 △ 7.4

Ⅲｂ 54 1.04 53 1.02 △ 1 △ 1.9

Ⅳ 61 1.17 52 1.00 △ 9 △ 14.8

Ｍ 2 0.04 1 0.02 △ 1 △ 50.0

【参考】認知症高齢者の日常生活自立度

Ⅳ
日常生活に支障を来すような症状・行動や意
志疎通の困難さが頻繁に見られ、常に介護を
必要とする。

ランクⅢに同じ

Ｍ
著しい精神症状や問題行動あるいは重篤な身
体疾患が見られ、専門医療を必要とする。

せん妄、妄想、興奮、自傷・他害等の精神症状や精神症状に起因する
問題行動が継続する状態等

Ⅲ
日常生活に支障を来すような症状・行動や意
志疎通の困難さがときどき見られ、介護を必
要とする。

Ⅲａ 日中を中心として上記Ⅲの状態が見られる。
着替え、食事、排便・排尿が上手にできない・時間がかかる、やたら
に物を口に入れる、物を拾い集める、徘徊、失禁、大声・奇声を上げ
る、火の不始末、不潔行為、性的異常行動等

Ⅲｂ 夜間を中心として上記Ⅲの状態が見られる。 ランクⅢａに同じ

Ⅱ
日常生活に支障を来すような症状・行動や意
志疎通の困難さが多少見られても、誰かが注
意していれば自立できる。

Ⅱａ 家庭外で上記Ⅱの状態が見られる。
たびたび道に迷うとか、買い物や事務、金銭管理などそれまでできた
ことにミスが目立つ等

Ⅱｂ 家庭内でも上記Ⅱの状態が見られる。
服薬管理ができない。電話の対応や訪問者との対応など、一人で留守
番ができない等

ランク 判定基準 見られる症状・行動の例

Ⅰ
何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭
内及び社会的にほぼ自立している。

※各年度3月31日現在（資料：認定調査票）

※比率は、第1号被保険者に対する割合

４　要支援・要介護認定者のうち、認知度がⅡａ以上の人数

令和４年度 令和５年度 比　較 【R5年度　介護認定　疾患別割合】

　　①認知症　　　27.3％
　　②脳血管疾患　12.4％
　　③骨折　       7.2％
　　④心疾患　     6.9％
　　⑤高血圧症　　 5.9％
　　⑥その他　    40.3％
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単位：円・％

【説明】

伸率 　◎介護予防サービス費

2.1

8.6

△ 24.8

0.0

△ 0.2

△ 3.1

4.2 　◎介護サービス費

0.7

4.9

5.2

△ 4.2

0.1

単位：円・％

【説明】

伸率

1.3

△ 0.9

△ 0.62,022,083 2,009,262 △ 12,822

　介護予防サービスは、給付
費の増に伴い微増した。介護
サービスは給付費の減少に伴
い減少している。

介護予防サービス 283,801 287,593 3,792

介護サービス 2,193,435 2,173,353 △ 20,083

総給付費

６　一人当たり年間給付額

　
令和４年度 令和５年度 比　較

一人当たり年間給付額 一人当たり年間給付額 一人当たり年間給付額

2,086,390 1,998,515 △ 87,875

総給付費 1,900,758,467 1,902,771,084 2,012,617

高額介護サービス費 41,157,052 43,159,554 2,002,502

特定入所者介護（予防）サービス費 47,757,752 50,254,132 2,496,380

審査支払手数料

　給付費は3,186千円の減となっ
た。地域密着型サービスでは特養
の入所者が増加（67件→210件）
したことにより給付費も37,513千
円増加したが、社協の泊通所介護
が休止になったため、27,554千円
の減となった。施設サービスでは
利用件数が増加（+12件）し給付
費が増となった。

38,249,868 788,160

地域密着型サービス 313,603,517 326,781,540 13,178,023

施設サービス 761,143,226 766,066,516 4,923,290

介護サービス費 1,772,295,565 1,769,109,015 △ 3,186,550

居宅サービス 697,548,822 676,260,959 △ 21,287,863

 4年度は通所リハビリの利用件数
がコロナ発症者があり事業所の営
業中止により減となったが、5年
度は38件増、1072千円の増となっ
た。また訪問看護の件数も40件
増、1151千円の増となった。地域
密着型サービスでは、小規模多機
能型居宅介護事業所の利用者が減
少し、（98件→73件）給付額も減
少した。

居宅サービス 30,212,365 32,800,016 2,587,651

　
令和４年度 令和５年度 比　較

給付額 給付額 給付額

7,249,343 5,449,852 △ 1,799,491

施設サービス 0 0 0

介護予防サービス費 37,461,708

地域密着型サービス

５　総給付費
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７　総合事業の状況 単位：人・円・％

人数 人数 人数 伸率 総事業費 伸率

222 242 20 9.0 △ 2,195,658 △ 6.3

29 33 4 13.8 △ 2,950,074 △ 13.8

113 139 26 23.0 868,477 10.8

17 15 △ 2 △ 11.8 △ 81,081 △ 5.4

21 19 △ 2 △ 9.5 322,164 13.4

5 7 2 40.0 △ 8,334 △ 6.7

37 29 △ 8 △ 21.6 △ 346,810 △ 25.4

※人数は、各年度3月31日現在

介護予防相当サービス ・・・ 訪問型サービス（訪問介護（ヘルパー））

通所型サービス（通所介護（デイサービス））

高額介護予防サービス等
相当事業費 124,757 116,423

介護予防ケアマネジメント 1,366,680 1,019,870

ミニデイサービス事業 1,507,692 1,426,611

脳活トレーニング事業 2,396,298 2,718,462

介護予防相当サービス 21,442,194 18,492,120

筋力トレーニング事業 8,076,084 8,944,561

比　較

総事業費 総事業費

総　数 34,913,705 32,718,047

令和４年度 令和５年度
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○　令和５年度湯梨浜町介護保険の状況について②
（第８期介護保険事業計画との比較）

単位：人・％

人数 比率 人数 比率 人数 伸率

5,234 5,214 △ 20 △ 0.4

65～74歳 2,373 45.3 2,369 45.4 △ 4 △ 0.2

75～84歳 1,740 33.2 1,747 33.5 7 0.4

85歳以上 1,121 21.4 1,098 21.1 △ 23 △ 2.1

単位：人・％

要支援1 要支援2 計 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 計 合計 認定率

47 111 158 210 224 131 133 95 793 951 18.17

1 1 2 1 5 1 0 2 9 11

48 112 160 211 229 132 133 97 802 962

要支援1 要支援2 計 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 計 合計 認定率

40 87 127 209 245 153 125 94 826 953 18.28

0 1 1 1 0 0 2 5 8 9

40 88 128 210 245 153 127 99 834 962

要支援1 要支援2 計 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 計 合計 伸率

△ 7 △ 24 △ 31 △ 1 21 22 △ 8 △ 1 33 2 0.2

△ 1 0 △ 1 0 △ 5 △ 1 2 3 △ 1 △ 2 △ 18.2

△ 8 △ 24 △ 32 △ 1 16 21 △ 6 2 32 0 0.0

第1号被保険者

第2号被保険者

総　数

※基準日：10月1日（実績：介護保険事業状況報告）
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単位：円・％

伸率

△ 17.6

△ 16.6

△ 23.2

0.0

0.5

5.1

△ 20.9

8.8

8.4

22.0

△ 0.2

0.7総給付費 1,890,100,467 1,902,771,084 12,670,617

特定入所者介護（予防）サービス費 41,178,886 50,254,132 9,075,246

審査支払手数料 2,003,360 1,998,515 △ 4,845

施設サービス 703,964,000 766,066,516 62,102,516

高額介護サービス費 39,818,221 43,159,554 3,341,333

居宅サービス 643,483,000 676,260,959 32,777,959

地域密着型サービス 413,233,000 326,781,540 △ 86,451,460

施設サービス 0 0 0

介護サービス費 1,760,680,000 1,769,109,015 8,429,015

居宅サービス 39,326,000 32,800,016 △ 6,525,984

地域密着型サービス 7,094,000 5,449,852 △ 1,644,148

給付額 給付額 給付額

介護予防サービス費 46,420,000 38,249,868 △ 8,170,132

３　総給付費

　
計　画 実　績 比　較
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４　地域支援事業の状況 単位：円・％

伸率

△ 21.4

△ 22.4

△ 35.1

△ 17.9

0.0

△ 55.4

8.1

19.2

△ 34.6

2.6

△ 41.7

△ 41.7

△ 32.6

245.0

△ 99.7

13.3

△ 100.0

△ 36.7

△ 42.9

△ 14.4

△ 22.7

8.0

△ 26.1

△ 20.3

△ 20.3

△ 25.9総　額 68,462,000 50,739,066 △ 17,722,934

その他の事業（補助事業対象外） 3,005,000 2,394,693 △ 610,307

その他の事業 3,005,000 2,394,693 △ 610,307

小計（補助事業対象経費） 65,457,000 48,344,373 △ 17,112,627

介護給付等費用適正化事業 194,000 166,155 △ 27,845

家族介護支援事業 177,000 136,870 △ 40,130

その他の事業

包括的支援事業及び任意事業 17,110,000 10,830,028 △ 6,279,972

地域包括支援センターの運営 14,847,000 8,483,247 △ 6,363,753

1,892,000 2,043,756 151,756

在宅医療・介護連携の推進 13,000 44,848 31,848

認知症施策の推進 1,712,000 5,664 △ 1,706,336

生活支援サービスの体制整備

73,000 47,743 △ 25,257

2,665,000 3,018,550 353,550

その他の事業 162,000 0 △ 162,000

1,632,000 1,764,429 132,429

審査支払手数料 136,000 79,230 △ 56,770

包括的任意事業 4,552,000 3,069,062 △ 1,482,938

855,000 877,456 22,456

その他 136,000 79,230 △ 56,770

介護予防把握事業 704,000 839,230 135,230

介護予防普及啓発事業

通所型サービス 33,716,000 27,673,423 △ 6,042,577

生活支援サービス 0 0 0

介護予防・生活支援サービス事業 42,027,000 32,601,624 △ 9,425,376

訪問型サービス 6,024,000 3,908,331 △ 2,115,669

地域介護予防活動支援事業

介護予防ケアマネジメント 2,287,000 1,019,870 △ 1,267,130

一般介護予防事業

比　較

総事業費 総事業費 総事業費

介護予防・日常生活支援総合事業相当サービス 43,795,000 34,445,283 △ 9,349,717

計　画 実　績
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（出典）厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（令和5,6年度のみ「介護保険事業状況報告」月報）
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要支援１ 要支援２ 経過的要介護 要介護１
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（時点）令和6年(2024年)

（出典）厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（令和5,6年度のみ「介護保険事業状況報告」月報）
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湯梨浜町の要介護（要支援）認定者数、要介護（要支援）認定率の推移

認定者数（要介護５）

認定者数（要介護４）

認定者数（要介護３）

認定者数（要介護２）

認定者数（要介護１）

認定者数（要支援１）

認定者数（要支援２）

認定者数（経過的要介護）

認定率

（出典）平成28年度から令和4年度：厚生労働省「介護保険事業状況報告（年報）」、令和5年度：「介護保険事業状況報告（3月月報）」、令和6年度：直近の「介護

保険事業状況報告（月報）」

鳥取県内 13番目 17保険者

全国 923番目 1,573保険者

（令和 6年11月末時点）

湯梨浜町の認定率の降順



８期計画　計画値と実績値の比較（まとめ）

①給付費・事業費　計画値と実績値 計画値は、計画P66～68に記載 単位：円

令和３年度 令和４年度 令和５年度 ８期計画　合計

計画値 実績額
比較

実績-計画
計画値 実績額

比較
実績-計画

計画値 実績額
比較

実績-計画
計画値 実績額

比較
実績-計画

介護サービス給付費 1,680,196,000 1,757,153,261 76,957,261 1,749,344,000 1,772,295,565 22,951,565 1,760,680,000 1,769,109,015 8,429,015 5,190,220,000 5,298,557,841 108,337,841

介護予防サービス給付費 46,345,000 41,310,629 -5,034,371 46,367,000 37,461,708 -8,905,292 46,420,000 38,249,868 -8,170,132 139,132,000 117,022,205 -22,109,795 

地域支援事業費 68,259,000 59,998,370 -8,260,630 68,462,000 56,543,930 -11,918,070 68,462,000 50,739,066 -17,722,934 205,183,000 167,281,366 -37,901,634 

合　　計 1,794,800,000 1,858,462,260 63,662,260 1,864,173,000 1,866,301,203 2,128,203 1,875,562,000 1,858,097,949 -17,464,051 5,534,535,000 5,582,861,412 48,326,412

②要介護・要支援認定者数　推計値と実績値 推計値は、計画P47に記載 実績値は、各年度３月３１日 単位：人

令和３年度 令和４年度 令和５年度 ８期計画　合計

※２号被保険者含む
推計値 実績額

比較
実績-推計

推計値 実績額
比較

実績-推計
推計値 実績額

比較
実績-推計

推計値 実績額
比較

実績-推計

要介護認定者数 793 830 37 795 808 13 802 814 12 2,390 2,452 62

要支援認定者数 158 136 -22 157 132 -25 160 133 -27 475 401 -74 

合　　計 951 966 15 952 940 -12 962 947 -15 2,865 2,853 △ 12

③第１号被保険者数と認定率　推計値と実績値 推計値は、計画P47に記載 実績値は、各年度３月３１日

令和３年度 令和４年度 令和５年度 ８期計画　合計

推計値 実績額
比較

実績-推計
推計値 実績額

比較
実績-推計

推計値 実績額
比較

実績-推計
推計値 実績額

比較
実績-推計

第1号被保険者数（人） 5,193 5,227 34 5,213 5,199 -14 5,234 5,214 -20 15,640 15,640 0

認定率（％） 18.1 18.2
―

18.1 17.8
―

18.2 18.0
― ― ― ―

1
1
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令和５年度 施策の取り組み状況について 

～第８期介護保険事業計画・高齢者福祉計画における目標に対する取り組み及び評価～ 

目標１ 地域包括ケアシステムの基本理念の推進 

（１）自立支援、介護予防・重度化防止の推進 （計画 P25） 

 １．すべての高齢者を対象に閉じこもり予防や認知症予防、介護予防の普及・啓発を目的とし

た介護予防教室、介護予防講演会を実施します。 

 ２．要支援者及び事業対象者に対し、介護予防相当サービス、筋力向上トレーニング事業、ミ

ニデイサービス事業、脳活トレーニング事業のほか、インフォーマルサービスの活用など、

一人ひとりの状態にあったサービスを受けることができるよう支援します。 

 ３．短期集中ゆりりんサロン、地域介護予防活動支援補助金等により、身近な場所で介護予防

ができる体制作りを支援します。 

 

１．介護予防教室・介護予防講演会 

①介護予防教室 

運動・口腔・栄養について各地域のサロン等で介護予防教室を実施した。 

 

②介護予防講演会 

総合事業対象者等に対し、運動や口腔・うつ等の介護予防に対する講演を通じて、介護

予防に対する理解を深めた。 

 

※口腔機能向上支援モデル事業 

 

 

 

 

 

年 度 R1 R2 R3 R4 R5 

実施回数 30回 8回 14回 28回 38回 

参加人数 596人 104人 159人 375人 435人 

評 価 

地域介護予防活動支援補助金サロンを中心に年に１回行っている

サロン参加者の体力測定と、その結果説明及びフレイル予防の啓発

を２回セットで実施した。また、終活未来ノートや認知症予防の啓

発の教室も実施した。これらにより高齢者の介護予防に対する意識

向上を図ることができた。 

期 日 内      容 場  所 人数 

9月 28日 口腔機能について 田後地区公民館 18人 

10月 19日 口腔機能について 園地区公民館 16人 

2月 28日 口腔機能について 久留西公民館 17人 

評 価 

地区サロンをとおして区長・地区役員からも広く個別に声掛けをして

もらい、前年度に比べ多くの参加者につながり、口腔機能についての

理解を深めることができた。（前年度 3回開催：参加者 30人） 

資料 ２ 



 

- 2 - 

 

 

※フレイル予防講演会 

 

 

③温泉トレーニング事業 

要支援・要介護の認定を受けていない高齢者を対象に、足腰に負担のかかりにくい温水プール

を利用した水中トレーニングへの参加費用を助成し、体力づくりを支援する。 

 

 
第 6期計画 第 7期計画 第 8期計画 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 2 年度 3 年度 4 年度 5 年度 

計 画 値 35 35 35 30 30 30 25 25 25 

実 績 値 32 23 33 26 22 6 16 14 10 

実績/計画 91.4 65.7 94.2 86.7 73.3 20.0 64.0 56.0 40.0 

評 価 
前年度より利用者が 4名減となった。町報等での周知のほか、効果的な周知

方法を検討する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 日 内      容 場  所 人数 

6月 16日 

（高齢者大学対象） 

「フレイルって何？今日から始めるフレイル

予防」 

 講師：三朝温泉病院 岩本 祐輝氏 

 ・骨密度測定、血管年齢測定、タッチパネル

検査 

ハワイ 

アロハホール 
111人 

11月 7日 

「フレイル予防で笑顔を呼ぼう」 

 講師：フィットネスジャングル 

       澤 晶子健康運動指導士  

 ・フレイル度チェック 

（握力、指輪っか、身長、体重、チェックリ

スト） 

中央公民館 65人 

評 価 

高齢者大学と共催により、多数の参加に繋がった。その機会をとらえて測

定コーナーを設置したことで、フレイル予防への動機付けにつなげること

ができた。また、町主催の講演会については、基本チェックリストハイリ

スク者に個別通知を行い、啓発を行うことができた。 
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２．介護予防・生活支援サービス事業 

①介護予防訪問介護相当サービス 

基本チェックリストで生活機能の低下が見られた方、「要支援１・２」の認定を受けた方が食

事・入浴・排せつの介助などの身体介護や掃除・洗濯・調理などの生活援助を受けるサービス。 

（人／月・％）  

 
第 6期計画 第 7期計画 第 8期計画 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 2 年度 3 年度 4 年度 5 年度 

計 画 値 - - - 20 20 20 28 28 28 

実 績 値 - 10 19 22 27 28 23 19 17 

実績/計画 - 0.0 0.0 110.0 135.0 140.0 82.1 67.9 60.7 

評 価 

実績値の減少の理由としては、事業対象者・要支援 1・2から要介護へと移

行される方が多いことや新規申請時の要支援認定の減少が考えられる。（対

象者の減少によるもの） 

 

②介護予防通所介護相当サービス 

基本チェックリストで生活機能の低下が見られた方、「要支援１・２」の認定を受けた方が既

存の介護サービス事業者に通所して利用するサービス。 

（人／月・％） 

 
第 6期計画 第 7期計画 第 8期計画 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 2 年度 3 年度 4 年度 5 年度 

計 画 値 - - - 60 60 60 73 74 74 

実 績 値 - 28 58 60 69 69 72 65 52 

実績/計画 - 0.0 0.0 100.0 115.0 115.0 98.63 87.8 70.3 

評 価 

実績値の減少の理由としては、事業対象者・要支援 1・2から要介護へと移

行される方が多いことや新規申請時の要支援認定の減少が考えられる。（対

象者の減少によるもの） 

 

③筋力向上トレーニング 

理学療法士の指導の下、高齢者向けのマシンを活用し高齢者の動作性・体力の向上を図

る。 

（延べ人数／年・％）  

 
第 6期計画 第 7期計画 第 8期計画 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 2 年度 3 年度 4 年度 5 年度 

計 画 値 2,800 2,800 2,800 2,900 2,900 2,900 2,900 2,900 2,900 

実 績 値 2,969 3,053 2,723 2,397 2,101 1,518 1,553 1,574 1,612 

実績/計画 106.0 109.0 97.3 82.7 72.4 52.3 53.6 54.8 55.6 

評 価 

令和 2年度からコロナ禍で利用者が減少したものの、少しずつ参加者も増え

参加延べ人数は増加傾向となってきているが、思うように参加者が伸びず、

参加者が継続利用を希望される傾向がある。 
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④ミニデイサービス事業 

閉じこもりがちな人に、集団によるレクリエーションや運動指導・機能訓練を行い、閉じ

こもりや物忘れなどを予防する。 

（延べ人数／年・％）  

 
第 6期計画 第 7期計画 第 8期計画 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 2 年度 3 年度 4 年度 5 年度 

計 画 値 2,080 2,080 2,080 2,400 2,400 2,400 1,440 1,440 1,440 

実 績 値 1,464 1,249 1,513 2,174 1,649 745 571 557 518 

実績/計画 70.4 60.0 72.7 90.6 68.7 31.0 39.7 38.9 36.0 

評 価 

コロナ禍で参加者数が半減したが、なかなか参加者が伸びない状況にある。

新規に事業参加を希望される対象者が少なく、また経年利用されていた人が

数人、介護保険申請されたため実績値が減った。事業内容については、参加

者の満足度は高い。 

 

⑤脳活トレーニング事業 

認知機能の低下が見込まれる高齢者等に対し、専門職員の指導のもと、運動・知的活動・

座学を効果的に組み合わせた認知症予防教室を実施し、認知・運動機能の低下を予防する。 

（延べ人数／年・％）  

 
第 6期計画 第 7期計画 第 8期計画 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 2 年度 3 年度 4 年度 5 年度 

計 画 値 - - - - - 384 768 768 768 

実 績 値 - - - - - 312 230 315 334 

実績/計画 - - - - - 81.3 29.9 40.0 43.5 

評 価 

物忘れ相談プログラムを集団健診やサロンで実施し参加基準に該当された

方に事業の参加を勧奨しているが、軽度認知障害の方の予防意識が低く、事

業に繋がりにくい傾向がある。R5年度は基本チェックリストで認知機能の

リスクの高い方を対象に脳活体験教室を３地区で実施し、脳活トレーニング

事業の勧奨を行った。引き続き参加につながるための工夫が必要。 

 

⑥介護予防ケアマネジメント事業 

（件数／年・％）  

 
第 6期計画 第 7期計画 第 8期計画 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 2 年度 3 年度 4 年度 5 年度 

計 画 値 200 200 200 380 380 380 380 380 380 

実 績 値 261 354 327 368 427 434 327 431 442 

実績/計画 130.5 177.0 163.5 96.8 142.3 114.2 86.1 113.4 116.3 

評 価 利用者のケアマネジメントを適切に行えた。 

 ※総合事業、総合事業＋介護予防の直営分の総数 
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３．地域での介護予防 

①短期集中型サロン活動支援事業 

地域のサロン等に、町職員・ゆりりんメイトが出向き、3ヶ月程度集中してサロン活動を

支援していき、地区の介護予防の充実を図り健康な地域づくりを推進する。 

 【計画】３団体 

 【実績】３団体（松崎１区、花見地区、上浅津南部） 

 【評価】 松崎１区・花見地区は、R4年度からの継続実施、上浅津南部は R5年度で完結

しました。地域団体が自主的に介護予防に取り組むことができるよう、引き続

きサロンが活性化するよう支援が必要。 

 

②地域介護予防活動支援補助金 

主に 65歳以上の高齢者で、月 2回以上定期的に運動・体操を含めた活動を行う団体が継

続的に活動できるよう支援を行う。★印は令和 5年度新規補助決定サロン。 

 
申請団体名 人 数 頻 度 補助金 

１ 舎人地区ふれあいサロン 20 週 1回（年 46回） 142,000円 

２ 門田いきいきサロン 14～15 月 2回（年 24回） 67,200円 

３ 長瀬中部クラブ 10～19 月 2回（年 24回） 72,000円 

４ 国信ゆりりんクラブ 5 月 2回（年 20回） 20,000円 

５ ゆりりんサロン花みずき 

（長瀬中央） 
10 月 2回（年 23回） 24,000円 

６ 石脇サロンいろりばた 6～17 月 2回（年 22回） 31,000円 

７ サロン笑夢（旭・松崎） 10 月 2回（年 29回） 48,000円 

８ 橋津地区グラウンド・ゴルフ

クラブ 
25 

月 2～4回 

（年 32回） 
105,000 円 

９ 橋津区 5～25 月 4回（年 43回） 80,844円 

10 原あじさい会散歩 6 月 4回（年 50回） 24,489円 

11 白寿会（田後北部） 9 月 2回（年 24回） 24,000円 

12 むつみ会（田後南部） 10～18 月 2回（年 25回） 57,000円 

13 まめな会（上浅津南部） 9 月 4回（年 45回） 24,000円 

14 ★松寿会ゆりりんサロン 

（松崎１区） 
15 月 4回（年 21回） 29,991円 

15 ★花見地域サロン 14 月 2回（年 17回） 34,000円 

16 東田後悠々クラブ 10 

 

月 4回（年 12回） 18,000円 

                          計 801,524 円 

評 価 

新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、活動に

制限もなくなり、２団体増加した。引き続き支援が

必要。 
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（２）介護給付等対象サービスの充実・強化 （計画 P29） 

 ・要介護状態等になっても、可能な限り住み慣れた地域で継続して日常生活を営むこと

ができる体制整備を図る。 

 

地域密着型サービスの基盤整備 

第８期計画において整備を進めていた地域密着型特別養護老人ホームが、令和４年９月

１２日に開所した。 

事業所名 地域密着型特別養護老人ホームはわいあずま園 

 令和 7年 2月 24日時点での入所者 24人（定員 29人） 

 

（３）在宅医療の充実及び在宅医療・介護連携の推進 （計画 P30） 

 ・鳥取県中部の１市４町、中部福祉保健局、医師会や職能団体と連携し、多職種協働に

よる在宅医療・介護を包括的かつ継続的に提供できる体制の構築を推進します。 

 ・入退院調整手順・入院時連携シートを活用した取り組みとあわせて、医師、歯科医師、

介護支援専門員等の関係する多職種による在宅医療・介護連携のための研修会・意見

交換会を開催します。 

 

計 画 

・資源マップ掲載・更新 

・「しょいやの会」開催 

・「医療介護連携にかかるアンケート」の実施 

・「中部圏域入退院調整手順」の管理 

・関係団体との連携 

・「1市 4町・中部福祉保健局・医師会担当者会」開催 

実 績 

 

【開催実績等】 

 1 市 4 町、中部福祉保健局、中部医師会で担当者会を開催し、平成 30 年度

から 8つの事業項目について実施している。 

１．地域の医療・介護の資源の把握 

資源マップホームページ掲載、更新 

２．在宅医療・介護連携の課題の抽出等対応策の検討 

入退院支援アンケートの実施 

３．切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築の推進 

２と同じ 

４．医療・介護関係者の情報共有の支援 

「中部圏域入退院調整手順」の運用、入退院支援アンケートの実施 

５．在宅医療・介護連携に関する相談支援 

地域包括支援センターにおける相談支援業務 

６．医療・介護関係者の研修 

各関係団体が実施する研修会との連携 

７．地域住民への普及啓発 

   資源マップをホームページにアップし、情報提供をしている。 

８．在宅医療・介護連携に関する関係市町村の連携 

1 市 4 町、中部福祉保健局、中部医師会担当者会を開催し、8 項目

の実施状況の確認等話し合っている。 
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評 価 

令和５年度は、医療・介護関係者の研修会・意見交換会（しょいやの会）を

オンラインで３回開催した。第１回は８月に保健所の職員と在宅医療に関わ

っている医師からの活動報告、第２回は１１月に言語聴覚士から役割と活動

報告、第３回は２月に厚生病院と在宅医療を支援している病院の医師から活

動報告をしていただき、その後意見交換をし、知識を深めることができた。

コロナ禍よりオンラインでの研修会を開催してきたが、開催する毎に参加人

数、参加される事業所、医師の方が増え、顔の見える関係づくり、連携とい

う意味ではかなり有意義な研修会となっていると思われる。担当者会議では、

８項目の実施状況の確認と併せて、課題解決に向けた検討をしている。 

 

（４）日常生活を支援する体制の整備 （計画 P31） 

 ・ひとり暮らしや高齢者のみ世帯の見守り、安否確認、外出支援などの生活支援を継続

的に行います。 

 

①食の自立支援事業 

町社会福祉協議会が実施する「まごころ配食サービス」を支援し、食生活の改善や、定

期的な安否確認を行う。 

【計画】6,200食（6,200食） 

【実績】登録者 28人（29人） 延べ 2,504食（3,102食）  

助成金額 1,233千円（1,367千円）  ※（ ）は R4年度 

 

②家族介護用品給付事業 

要介護 4 又は 5 と認定された寝たきり等の高齢者を在宅で介護している家族（町民税非

課税世帯）に対し、紙おむつ等の介護用品購入費用の一部を助成。 

【計画】給付対象者 10人（10人） 

【実績】給付対象者  6人（8人） 助成金額 397千円（418千円）※（ ）は R4年度 

 

③移動支援事業 

町社会福祉協議会が運営する「のりあいバス」の運営経費の一部を助成し、移動手段の

確保が困難な高齢者等の利便性の向上を図る。 

【実績】登録者 33人（34人） 延べ人数 東郷地域 513人（576人） 

 泊・羽合地域 349人（455人） 助成金額 240千円（235千円） 

※（ ）は R4年度 

 

④タクシー料金助成事業 

70 歳以上の運転免許を持たない方にタクシーチケットを交付し、タクシー料金の一部を

助成。申請月から年度末まで１か月あたり 500円×2枚を交付。 

【実績】交付人数 356人（283人） 交付枚数 7,558枚（5,262枚）  

使用枚数 5,005枚（使用率 66％）（3,632枚（使用率 69％）） 

    助成金額 2,503千円（1,816千円）  ※（ ）は R4年度 
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（５）高齢者の住まいの安定的な確保 （計画 P33） 

 ・住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、身体の状況に合わせた住宅改修、福祉用具

購入、福祉用具貸与などにより、安全・安心な住まいの確保を推進する。 

 

①住宅改修 

【実績】予防給付（要支援） 22 件（21 件）  給付額 1,697 千円（1,371 千円） 

 介護給付（要介護） 43 件（50 件）  給付額 3,142 千円（4,130 千円） 

※（ ）は R4年度 

②福祉用具購入 

【実績】予防給付（要支援） 15 件（12 件）  給付額    435 千円（ 258 千円） 

 介護給付（要介護） 29 件（52 件）  給付額 1,006 千円（1,666 千円） 

※（ ）は R4年度 

③福祉用具貸与 

【実績】予防給付（要支援） 702 件（693 件） 給付額  4,640 千円（ 4,738 千円） 

 介護給付（要介護）3,104 件（3,326 件）給付額  40,913 千円（46,119 千円） 

※（ ）は R4年度 
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目標２ 地域包括ケアシステムの構築を進める地域づくりと地域ケア会議・生活支援体

制整備の推進 

（１）事業者への支援・指導によるサービスの質の向上 （計画 P34） 

①居宅介護支援事業者への支援・指導 

介護支援専門員の資質向上及び介護サービスの向上を図るため、運営指導、ケアプラ

ン点検を行った。 

【実績】 運営指導    １事業所  実施日 令和 5年 11月 28日 

ケアプラン点検 ２事業所  実施日 令和 5年 10月 16日、12月 7日 

【評価】 運営指導では、適正な管理運営が行われているかを確認し、事務処理等につい

て指導を行った。 

ケアプラン点検では、県事業のケアプラン点検支援事業を活用し、ケアプラン

点検員の派遣を受け、点検員から質問や助言をいただいた。終了後のアンケー

トでは新たな気付きがあった、理解が深まったなどの感想があった。今後のケ

アプラン作成に生かしていただけると期待する。自立支援に向けたケアプラン

作成の支援を目標としているが、経験が少ない行政職員のスキルアップが課題

である。研修受講や経験を積む必要がある。 

 

②地域密着型サービス事業者への指導・監査の実施 

介護保険施設の適切な管理運営を確保するため、運営指導を行う。 

【実績】 実施事業所 なし 

【評価】 ５年度は、事業所への運営指導が実施できなかった。運営指導を行う行政職員

のスキルアップが課題であり、研修受講や経験を積む必要がある。 

 

（２）地域ケア会議等の推進 （計画 P35） 

 ・多職種協働により個別事例の検討を行う地域ケア会議を継続して実施し、自立支援型

のケアマネジメントや地域のネットワークの構築、地域課題の抽出を行います。 

 ・地域ケア会議で抽出された個別課題や地域課題の把握と解決策の検討を行い、課題解

決に向けた取り組みを進めます。 

 ・介護支援専門員の支援と質の向上を図るため、ケアマネネットワーク会議を継続的に

定期開催します。 

 

計 

 

画 

・地域ケア会議（毎月１回）   

・ケアマネネットワーク会議（隔月１回） 
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実

  

績 

 

【開催実績】 

① ケアマネネットワーク会議（隔月 1回 第 3水曜日） 

開催月 主な研修内容 

５月 R5年度の湯梨浜町地域包括支援センターの取組について 

７月 「民間救急ぬのこ」の紹介 

９月 地域の介護予防について 

１１月 権利擁護研修会「認知症に備えて」 

２月 町内医療機関との意見交換会 

「令和 3年度の地域ケア会議から抽出された課題について」 

３月 令和 6年度介護保険報酬改定について 

 

② 町内医療機関との連携会議   医師・歯科医師 ２月２１日 

 

③ 地域ケア会議の開催（毎月 1回・第 3火曜日）13：30～15：00 
 日  時 参加数 内  容 

第 1回 4月 18日（火） 11名 
新規要支援者の個別ケース③事例 

個別課題…２ 地域課題…３ 

第 2回 5月 16日（火） 17名 
新規要支援者の個別ケース③事例 

個別課題…４ 地域課題…２ 

第 3回 6月 20日（火） 10名 
新規要支援者の個別ケース②事例 

個別課題…２ 地域課題…２ 

第 4回 7月 18日（火） 9名 
新規要支援者の個別ケース③事例 

個別課題…３ 地域課題…３ 

第 5回 8月 22日（火） 8名 
新規要支援者の個別ケース③事例 

個別課題…３ 地域課題…３ 

第 6回 9月 19日（火） 9名 
新規要支援者の個別ケース②事例 

個別課題…３ 地域課題…３ 

第 7回 10月 17日（火） 10名 
新規要支援者の個別ケース③事例 

個別課題…３ 地域課題…３ 

第 8回 11月  中止 －名 事例提出者の都合が悪く開催中止 

第 9回 12月 19日（火） 10名 
新規要支援者の個別ケース③事例 

個別課題…３ 地域課題…３ 

第 10回 1月 16日（火） 11名 
新規要支援者の個別ケース③事例 

個別課題…４ 地域課題…４ 

第 11回 2月 20日（火） 12名 
新規要支援者の個別ケース③事例 

個別課題…３ 地域課題…２ 

第 12回 3月 19日（水） 13名 
新規要支援者の個別ケース③事例 

個別課題…０ 地域課題…４ 

（参加者） 計   120名 
（事例） 計３１ケース 

個別課題…３０ 地域課題…３２ 
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評

  

価 

ケアマネネットワーク会議は、できるだけ多くの事業所の介護支援専門員が参加で

きるようテーマを決め、多くの学びや活発な意見交換ができ、顔の見える関係、ネ

ットワークづくりができた。 

地域ケア会議は、コロナが５分類になり、会議への参加を期待していた医師、歯科

医師の参加が少なく、事前の配布資料で意見やコメントをいただくことで会議での

意見交換に支障がないように努めた。会議では自立支援やケアマネジメントの質の

向上につながるように努め、ケアマネの気づきにつながったように思う（終末期の

迎え方や、リスク管理等を含めたアセスメントの重要性、本人の意思の尊重、専門

職の関わり等）。会議終了後には、個別課題、地域課題の抽出を行っている。抽出さ

れた課題については、ケアマネネットワーク会議の中で、地域のケアマネジャーと

課題を共有し、課題解決につなげられるように意見交換を行った。 

 

（３）生活支援サービスの充実 （計画 P35） 

 ・生活支援コーディネーター、協議体の設置により、地域における困りごとの把握をし、

それぞれの地域にあった課題解決の方法、助け合い・支え合い活動を推進します。 

 ・高齢者自身が生活支援の担い手として社会的参加・社会的役割を持ち、生きがいをも

って生活できる体制作りを推進します。 

 

計 画 
・生活支援体制整備協議体の開催（年 2回） 

・旧町村単位での第 2層生活支援体制整備について町社協へ委託 

実 績 

【開催状況】 

・生活支援体制整備協議体 

 （第 1回）令和 5年 6月 26日（月） 

 （第 2回）令和 6年 3月 21日（木） 

【第 2層生活支援体制整備】 

・サロンへ参加し、マップの更新を一緒に行ったり、ボランティア養成講座、

サロン世話人交流会等を開催。 

評 価 

生活支援体制整備協議体の開催前に第 1 層と第 2 層の情報共有会を開催し、

協議体の在り方についての確認を行い、第 2 層に上がってくる相談に対して

何か課題がないか協議を行った。第 1層は自宅訪問時やサロンに参加した際、

第 2 層はマップ作りやサロン参加した際に話の中で困りごとについての話を

行っているが、それだけでは十分に把握できていない。 
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目標３ 介護に取り組む家族等への支援の充実 

（１）相談・支援体制の強化 （計画 P37） 

 ・高齢者やその家族など支援を必要とする人が住み慣れた地域でいつまでも安心して暮

らし続けられるように、地域住民や協力団体等が普段の関わりの中で見守りや助け合

いをしていく地域包括ネットワークの構築を行い、地域包括支援センターの相談・支

援機能を強化・充実します。 

 ・地域包括支援センターを始め、様々な関係者が十分に連携して介護者支援を推進でき

る体制を整え、介護者のニーズに応じた支援につなげることで介護負担軽減を図って

いきます。 

 

相談件数 

 
第 6期計画 第 7期計画 第 8期計画 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 2 年度 3 年度 4 年度 5 年度 

計 画 値 1,000 1,000 1,000 820 820 820 600 600 600 

実 績 値 986 725 726 578 531 530 488 533 532 

実績/計画 98.6 72.5 72.6 70.5 64.8 64.6 81.3 88.8 88.6 

評 価 

高齢者の家族や本人からの相談だけでなく、民生委員や社協等からの相談も

あり、相談後はそれらの関係機関と連携し、相談対応を行っている。 

 

 

（２）介護予防事業対象者の実態把握 （計画 P38） 

 ・基本チェックリストの実施や包括支援センター職員による訪問により、予防事業対象

者を早期に発見し、高齢者の支援を行うことで高齢者の家族の負担を軽減します。 

 

 
 

実施年度 R1 R2 R3 R4 R5 

対象者数 4,111人 4,159人 4,190人 4,179人 4,199人 

回答者 3,886人 3,282人 2,830人 2,650人 3,591人 

回収率  94.5％  78.91％  67.5％ 63.4％ 85.5％ 

事業対象者に 

該当する人数 
1,634人 980人 1,108人 1,061人 1,428人 

事業に繋がった

人数 

(R2年度) 

 6人 

(R3年度) 

6人 

(R4年度) 

13人 

(R5年度) 

9人 

 

― 

評 価 

新型コロナ対策により、R2 年度から郵送による配布・回収となり回

収率が低下していたが、R5 年度から保健推進委員による配布と回収

に変更し、回収率がアップした。また基本チェックリストの名称を

わかりやすくするために「フレイル度チェックリスト」と変更した。

回収した結果から、セルフケアにつながる情報提供や、高リスク者

には個人の状態にあった介護予防事業につなげていく必要がある。 

 



 

- 13 - 

 

目標４ 認知症施策の推進 

（１）普及啓発・本人発信支援 （計画 P39） 

 ・認知症サポーター養成講座の開催や認知症ケアパスの配布により、地域住民の認知症

への対応や理解を深めます。 

 ・認知症の家族の情報交換や相談・助言を行う「認知症家族のつどい」や認知症の人や

その介護者が集う「オレンジカフェ」を引き続き実施します。 

  

認知症サポーター講座 

計 画 一般 300人程度、小学生 100人程度、中学生 160人程度 

実 績 

 

【開催状況】                        

項目 R1 R2 R3 R4 R5 

団体数 9団体 2団体 1団体 1団体 6団体 

参加人数 

（うち小学生） 

235人 

（67人） 

14人 

（ 13人） 

14人 

（13人） 

31人 

 （ 0人） 

88人 

 （0人） 
 

評 価 

養成講座の事業が 2005 年に始まって以来初めてテキストの改訂があったた

め、新しいテキストに変わった考え方で地域や民生委員等に養成講座を行っ

た。地域の人権学習の役員さんにチラシを配布し、人権学習の一環として行

うことができたが、学校や事業所での養成講座は実施できなかった。引き続

き地域に認知症の理解者を増やしていく活動が必要であり、若い年齢層への

啓発も必要。 

 

（２）予防 （計画 P40） 

（３）医療・ケア・介護サービス・介護者への支援 （計画 P40） 

 ・早期発見・早期対応を軸として、医療・介護サービスが受けられていない、または中

断して対応に苦慮している等の方に対し、「認知症初期集中支援チーム」や「認知症地

域支援推進員」による包括的・集中的支援を行います。 

計 画 
・認知症地域支援推進員の配置（1名） 

・認知症初期集中支援チーム会議（ケースがあれば随時開催）1ケース実施 

 

実 績 

 

【実施状況】 

認知症地域支援推進員 

  ・認知症家族のつどいへの参加 11回 

・本人ミーティングへの参加 2回 

  ・若年性認知症の会（にっこりの会）への参加 6回 

・オレンジカフェの実施  16回（東郷地区 10回、泊地区 6回） 

・認知症疾患医療センター事業検討会を初めとする認知症関連の研修会へ

の参加 

・タッチパネル健診後の訪問活動の実施 

・認知症初期集中支援チーム会議・・・実績なし 
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評 価 

家族のつどいについては、新規参加者も少しずつあり、語り合える場として

参加者の満足度は高い。オレンジカフェは、東郷地域どれみに加え、新規に

泊地区での開催を始めた。まだ少人数ではあるが、徐々に参加者を募ってい

く。また中部地区で合同開催している若年性認知症の本人ミーティングや、

にっこりの会にも町民を誘って参加した。 

 

 

（４）認知症バリアフリーの推進・若年性認知症の人への支援・社会参加支援（計画 P40） 

・「認知症高齢者見守り支援事業」を実施し、万一の緊急時に家族及び関係機関との情報

共有が円滑に図れる体制整備を行います。 

 

認知症高齢者見守り支援事業 

 
 

事 業 

内 容 

認知症高齢者等が行方不明になった場合に備え、関係機関の情報共有が円滑

に測れるよう事前の体制整備や早期発見のための対策、賠償保険への加入等の

対策を講じることにより、高齢者等の生命及び身体の保護、介護する家族の不

安解消を図る。 

計 画 

・認知症高齢者等事前登録制度        申請があれば随時登録 

・認知症高齢者等位置情報機器利用助成事業  年間 5件程度 

・認知症高齢者等個人賠償責任保険事業    年間 10件程度 

実 績 

・認知症高齢者等事前登録制度        3件（累計 14件） 

・認知症高齢者等位置情報機器利用助成事業  1件 

・認知症高齢者等個人賠償責任保険事業 登録 3件、廃止 2件（累計 10件） 

評 価 

ケアマネジャーや介護者家族に対して制度の啓発を行いました。事業の活用に

より、安心して在宅介護ができる環境を整えるため、今後も啓発活動を継続し

ていく必要があります。 
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目標５ 高齢者虐待の防止等の権利擁護の推進 

（１）広報・普及啓発 （計画 P42） 

 ・高齢者の権利擁護にかかる相談対応や成年後見制度の適切な活用、虐待防止、早期発

見、早期対応のための地域関係者のネットワークを構築や住民への啓発に取り組み、

高齢者の権利を守ります。 

 

計 画 講演会を年 1回開催 

実 績 

【開催状況】 

・終活講演会 令和 5年 11月 15日（水） 

講演：「認知症に備える」 

講師：クラーク法務事務所 司法書士 濱川 康夫 氏 

（参加人数）  ２８人 

評 価 

認知症の話から相続登記や空き家問題、遺言や成年後見制度等認知症に備え

て考えておくべきことについての講演会を開催した。実体験や事例を交えて

の講演であり、理解しやすい内容であった。アンケートでは「今後学んでみ

たいこと」の欄に多くの回答があり、関心を持っていただける講演会になっ

たのではないかと思う。権利擁護を推進していくために今後も必要なことで

あると考える。 

 

（２）ネットワーク構築 （計画 P42） 

 ・「高齢者及び障がい者虐待防止ネットワーク会議」を開催し、民生児童委員、人権擁護

委員、福祉サービス関係者、医師、警察、県担当者と連携を図り、虐待防止の在り方

について協議を行います。 

 

高齢者及び障がい者虐待防止ネットワーク会議 

 
 

計 画 ネットワーク会議を年 2回開催 

実 績 

高齢者及び障がい者虐待防止ネットワーク会議 

（第 1回）令和 5年 8月 8日（火） 

（第 2回）令和 6年 2月 28日（水） 

評 価 

権利擁護に関する事業内容についての取組状況の説明と、高齢者・障がい

者の虐待に関する対応の状況報告、その内容について委員と協議を行った。

会議では、何かおかしいと思った際に通報する義務があることについての

周知も行い、日頃から虐待防止や早期発見について意識してもらうように

働きかけた。 
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目標７ 災害・感染症対策に係る体制整備 

（１）災害対策に係る体制整備 （計画 P74） 

 ・介護事業所が行う避難訓練に総務課防災対策係の職員と参加し、助言を行う。 

【実績】なし 

【評価】5年度は、事業所の避難訓練に参加できなかった。役場総務課職員と参加すること

により、改善点などの助言や事業所からの質問を受けることができ、防災意識の

向上につなげる機会となるため、事業の継続は必要。 

 

 



令和６年度　新規事業・拡充事業の進ちょくについて（令和7年1月31日時点）

№ 事業名 内　　容 計　　画 実施状況 備　考

1 拡充
高齢者タクシー料金助
成事業

　在宅生活をしている70歳以上の運転
免許証を持たない高齢者の日常生活の
利便と社会参加の拡大を図るため、タ
クシーチケットを交付しタクシー利用
料金の一部を助成する。

【助成内容】申請月から当該年度末ま
で1か月あたり500円×2枚を交付

【要件緩和】
対象年齢を65歳以上の方とし、運転免
許証を所持していても要介護3以上の
認定を受けている場合は助成対象とす
る。

令和6年度から要件緩和を実施した。

令和5年度　交付枚数：7,558枚
           交付人数：356人

令和6年度　交付枚数：9,010枚
（2月末）  交付人数：415人

計画書：17ページ
「日常生活を支援
する体制の整備」

2 拡充
オレンジカフェ
（認知症カフェ）

認知症の方も認知症でない方も、地域
住民が集い、認知症について正しく学
び考える場を開催する。

羽合地域でも新たに開催し、3地域で
月に1回定期的に開催する。

6年度中に羽合地域で開催することはで
きなかった。引き続き開催を検討して
いく。
東郷地域と泊地域は、月1回開催した。

計画書：20ページ
「認知症施策の推
進」

3 新規 チームオレンジ

認知症と思われる初期の段階から、地
域において把握した認知症の人の悩み
や家族の身近な支援ニーズと、認知症
サポーターを中心とした支援者とをつ
なぐ仕組みが各地域でできるよう支援
する。

チームオレンジの取り組みが、3地域
でできるよう支援する。

チームオレンジにつながるような取り
組みを行っている地域がなかった。

計画書：20ページ
「認知症施策の推
進」

4 新規

元気アップ筋力トレーニ
ング教室
　
脳活教室

身体機能の低下又は認知機能の低下が
見込まれる高齢者等に対し、筋力アップ
や運動・知的活動・座学を効果的に組み
合わせた脳活プログラムを提供する。

○元気アップ筋力トレーニング教室
　【計画値】1152人
（社協）週1回×6月×2グループ×2クー
ル
（サンテ東郷）週1回×6月×1グループ×
2クール

○脳活教室
　【計画値】768人
（アロハデイ）
　週1回×6月×１グループ×2クール
（GHゆりはま）
　週1回×6月×１グループ×2クール

【元気アップ筋力トレーニング教室】
　延べ576人
　4月～9月参加希望者
　　（社協）9人　　（サンテ東郷）8人
　10月～3月参加希望者
　　（社協）14人　（サンテ東郷）6人

【脳活教室】
　延べ233人
　4月～9月参加希望者
     （アロハデイ）　実施できず
　　 （ＧＨゆりはま）　5人
　10月～3月参加希望者
     （アロハデイ）　6人
　　 （ＧＨゆりはま）　6人

計画書：23ページ
「介護予防の推
進」

資料３
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№ 事業名 内　　容 計　　画 実施状況 備　考

5 新規
地域リハビリテーション
活動支援事業

介護予防教室や地域の通いの場等にお
いて、リハビリテーション等の専門職を派
遣し、その派遣費用を負担する。

25団体×50回
全体の80％は県費、20％を町費で実施

8団体に派遣
　理学療法士5回、作業療法士1回、言語聴
覚士2回

計画書：24ページ
「介護予防の推
進」

6 新規 デジタル化の推進

デジタルを活用したフレイル度判定システ
ムを構築し幅広い年齢層のフレイルの早
期発見に取り組み個々にあった必要な
サービスを提供する。

フレイルチェックプログラム導入 2月3日にシステム実装

・ｘＩＤ（クロスアイディ）アプリでマイナンバー
カードの情報を連携してフレイル度チェック
実施された方（町民限定）
　実人数 19人（R7.3.11現在）

・フレイル度チェックのみ（町公式LINEを登
録された方ならどなたでも実施可能）
　延人数　39人（R7.2.21現在）

計画書：24ページ
「フレイル予防大
作戦」

7 新規
フレイル予防教室

全町対象に教室を実施
○運動器　　 　１回
○口腔・栄養　１回
○認知面　　 　１回

フレイル予防実践教室
　１回目【口腔・栄養】：11/15実施　参加者
19人
　２回目【運動】：11/22実施　参加者12人

計画書：25ページ
「フレイル予防大
作戦」

鳥取方式認知症予防プ
ログラム教室

○はつらつ健康教室
　「運動」と「簡単な脳トレ」を効果的に組
み合わせた４回シリーズの教室

はつらつ教室
　１回目： 9/6実施   参加者　25人
　２回目：10/4実施　参加者　27人
　３回目：11/1実施　参加者　20人
　４回目：12/6実施　参加者　21人

健康寿命を延ばすためにフレイル予防に
取り組む人が増えるよう教室を実施し、フ
レイル対策の運動・栄養口腔・認知面の
正しい知識を普及する。
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地域密着型サービス事業所の指定・廃止について 

 

１ 地域密着型サービスとは 

住み慣れた地域でできる限り生活を続けていけるよう地域住民のために

提供する介護サービスで、市町村が事業者の指定や監督を行います。 

 

２ 町内の地域密着型サービス事業所  8事業所（令和 6年 4月 1日現在） 

特別養護老人ホーム 特別養護老人ホームはわいあずま園 

グループホーム グループホーム信生ゆりはまの里 

グループホーム ル・サンテリオン東郷 

はわいグループホームあずま園 

グループホームゆりはま 

小規模多機能型居宅介護 しじみの郷 

ガーデンハウス野花 

通所介護 泊地域密着型通所介護事業所 

（R5.4.1～休止中） 

 

３ 廃止届のあった事業所 

   小規模多機能型居宅介護  

事業所名 ：ガーデンハウス野花   

廃止年月日：令和 6年 11月 30日 

 

４ 令和７年度に指定を予定している事業所 

   ①通所介護（デイサービス） 

事業所名  ：デイサービスセンター悠（ちかし） 

        代 表 者  ：株式会社フォージオ 米原 孝由紀 

      所 在 地  ：湯梨浜町大字はわい温泉 31番地 2 

     定 員 数  ：15人 

     指定日（予定） ：令和 7年 5月 1日 

 

   ②グループホーム 

     定員数     ：9人（１ユニット） 

     指定日（予定） ：令和 7年 9月ごろ 

 

５ その他 

   特別養護老人ホームはわいあずま園 

    空床を利用して、広域型の短期入所（ショートステイ）を令和 7 年 4

月 1日から開始予定。 

資料 ４ 






